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「
開
買
庵
」
の
周
辺

伝
笑
•
祐
之
•
京
山

は
じ
め
に

『
戯
作
六
家
撰
』

に
云
う
、〇

翁
の
戯
作
海
内
に
行
れ
て
、
遠
境
避
地
の
老
若
男
女
、
そ
の
名
を

し
ら
ざ
る
な
し
、
斯
れ
ば
、
其
風
を
葱
て
、
戯
作
の
業
を
学
ば
ん
と

て
門
人
た
ら
ん
こ
と
を
い
ひ
入
る
者
し
ば
／
＼
有
れ
ど
も
、
許
諾
す

る
事
な
し
と
き
く
、
．
（
中
略
）
翁
が
門
に
遊
べ
る
も
の
、
近
く
は
唯

関
亭
伝
笑
の
み
、
と
あ
る
人
い
へ
り

山
東
京
伝
の
門
人
と
し
て
夙
に
有
名
な
関
亭
伝
笑
に
つ
い
て
、
意
外
な

ほ
ど
に
ま
だ
多
く
の
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
な
い
。
生
没
年
未
詳
。
い
つ
頃

京
伝
の
門
人
に
な
っ
た
か
も
確
定
さ
れ
て
い
な
い
。
い
や
む
し
ろ
、
門
人

で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
す
ら
、
研
究
史
上
疑
問
視
す
る
向
き
ー
も
あ

る
。
た
だ
、
京
伝
の
合
巻
『
志
道
軒
往
古
講
釈
』
（
文
化
六
年
）
・
『
重

井
筒
娘
千
代
能
』
（
文
化
十
年
）
等
の
口
絵
や
挿
絵
に
関
亭
伝
笑
の
歌
が

収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
逆
に
伝
笑
の
合
巻
に
多
く
京
伝
店
の
読
書
丸

の
広
告
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
〔
作
品
一
覧
（
後
載
）
参
照
〕
を
考
え

（
岩
本
活
東
子
序

安
政
三
年
）
の
山
東
京
伝
の
項

山

本

和

明

る
な
ら
ば
‘
少
な
く
と
も
親
し
い
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ

う
で
あ
る
。

こ
の
人
物
に
関
す
る
現
在
ま
で
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た

り
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
の
該
当
項
目
を
確
認
す
る
の
が
順
当
で
あ

ろ
う
n-
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関
亭
伝
笑
合
巻
作
者
。
本
名
関
平
四
郎
。
号
は
幽
童
庵
•
月
池
山

人
・
筑
地
全
交
・
緑
楊
堂
花
紅
〈
戯
作
者
考
補
遺
〉
。
関
亭
は
「
か

ん
て
い
」
か
。
生
没
年
未
詳
。
【
閲
歴
】
文
化
初
年
(
-
八

0
四）

か
ら
天
保
初
年
（
一
八
三

O
¥
)
に
か
け
て
作
品
を
出
し
て
お
り
、

嘉
永
四
年
(
-
八
五
一
）
に
は
山
東
京
山
に
請
う
て
、
京
伝
洒
落
本

に
書
入
れ
を
得
て
い
る
。
（
以
下
略
・
傍
線
部
引
用
者
に
よ
る
）

〔
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
小
池
正
胤
氏
執
筆
〕

『
戯
作
者
考
補
遺
』
（
木
村
黙
老
著
弘
化
二
年
成
）
な
ど
の
資
料
を

用
い
た
記
述
で
あ
り
、
現
在
ま
で
の
研
究
成
果
が
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
改
め
て
こ
の
人
物
に
注
目
し
、
そ
の
著

作
を
管
見
の
及
ぶ
限
り
確
認
し
て
い
く
に
つ
れ
、
意
外
な
盲
点
が
浮
か
び

上
が
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
そ
れ
を
起
点
と
し
て
、
幕
末
期
の
戯
作
者
た
ち



の
交
流
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
以
下
、

て
確
認
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

そ
の
こ
と
に
つ
い

関
亭
伝
笑
に
つ
い
て

『
国
書
総
目
録
』
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
の
で
き
る
関
亭
伝
笑
の
著

作
は
全
部
で
二
十
五
種
あ
る
。
刊
記
の
存
在
す
る
も
の
に
よ
れ
ば
、
文
化

四
年
の
『
怪
談
梅
草
紙
』
・
『
敵
討
寝
物
語
』
か
ら
天
保
七
年
『
烏
勘
左

衛
門
忠
義
伝
』
と
、
か
な
り
長
期
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
た
ら
し
い
。
曲
亭

馬
琴
の
『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』
（
天
保
五
年
脱
稿
）
に
は
「
オ

滑
稽
に
長
せ
さ
れ
は
に
や
聞
え
し
あ
た
り
作
は
な
か
り
き
（
中
略
）
予
相

見
さ
る
こ
と
十
八
九
年
今
な
ほ
こ
の
人
の
作
年
々
に
出
ツ
鳴
呼
壮
な
る
か

な
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
た
ら
ず
と
い
え
ど
遠
か
ら
ず
と
い
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
『
国
書
総
目
録
』
に
従
い
、
寓
目
の
書
に
関
し

て
、
簡
単
に
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
特
に
作
者
名
に
注
目

し
て
頂
き
た
い
。
（
書
名
・
冊
数
の
下
の
記
号
は
本
稿
作
成
の
た
め
に
閲

覧
し
た
図
書
館
及
び
収
蔵
番
号
で
あ
る
。
尚
、
マ
と
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
の
こ
と
を
示
す
。
）

〔
関
亭
伝
笑
作
品
一
乾
〕

〈
文
化
四
年
〉

怪
談
梅
草
紙

作
品
名
／
冊
数
／
所
蔵
番
号

敵
討
寝
物
語

全
三
冊
国
会
二

0
七
•
六
0
七

•
(
1
オ
）
序
〈
文
化
四
丁
卯
孟
春
月
池
山
人
誌
〉

•
(
1
5ウ
）
〈
関
亭
伝
笑
編
〉

全

五

冊

国

文

資

E
六
七
六
六

(25
ウ）

〈
月
池
関
亭
伝
口
〉

口
は
ヤ
プ
レ

〈
文
化
五
年
〉

報

鱈

猿

太

ヶ

淵

全

六

冊

京

大

国

文

Po
九
一

•
(
1
オ
）
〈
編
者
関
亭
伝
笑
〉

•
(
4
オ
）
読
書
丸
の
広
告

※
前
編
三
冊
の
み
確
認
、
後
編
（
早
稲
田
蔵
）
未
見

孝
行
娘
妹
背
仇
討
全
六
冊
国
会
二

0
七
•
六
二
九

•
前
後
編
末
厖

(
1
5ウ

•
3
0ウ
）
〈
関
亭
伝
笑
作
〉

•
(
2

オ
）
に
山
東
京
伝
店
の
読
書
丸
の
広
告

〈
文
化
六
年
〉

復
仇
猫
股
橋
由
来
全
七
冊
国
会
―

J
O七
•

J
O
三
三

•
上
巻
末

(
1
5ウ
）
〈
作
者
関
亭
伝
笑
〉

•
(
3
5オ
）
に
読
書
丸
広
告

児
淵
哲
仇
討
全
七
冊
国
会
二

0
七
•
一
三
九
七

•
(
1
オ
）
〈
文
化
六
己
巳
初
春
月
池
山
人
印
〉

※
印
…
二
重
楕
円
の
中
に
「
関
亭
」

〈
月
池
関
亭
伝
笑
作
〉
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(25
ウ）

〈
文
化
七
年
〉

勧

善

近

江

八

景

全

六

冊

国

会

一

九

一

•
(
1
5ウ
）
〈
関
亭
伝
笑
作
の
》
〉

紐
頭
山
非
人
之
助
太
刀
全
一
二
冊
東
大
国
文
L
―
1
0
八
九
二

•
関
亭
伝
笑
作
・
歌
川
国
満
画

•
(
l
オ
）
〈
関
亭
伝
笑
述
の
》
〉 四

〈
文
化
八
年
〉



生
姜
市
草
創

河
州
大
森
塚

全
六
冊
東
大

E

二
四
•
一

•
(
l
オ
）
〈
関
亭
伝
笑
再
述
の
＞
〉

全
三
冊
国
会
二

0
七
・
―
二
八
三

•
(
1
オ
・

1
5ウ
）
〈
南
仙
笑
楚
満
人
遺
稿

関
亭
伝
笑
補
綴
の
マ
〉

一
六
四

(13
ウ
）
京
伝
店
広
告

〈
文
化
九
年
〉

諺
草
籠
中
鳥

全
五
冊

〈
関
亭
伝
笑
〉

東
大
E

二
四
•
九
五

0

〈
文
化
十
年
〉

信
州
戸
隠
御
擁
護
奇
談
全
三
冊
国
会
二

0
七
•
八
0
六

•
(
1
5ウ
）
〈
関
亭
伝
笑
作
の
》
〉

•
(
1
5オ
）
京
伝
店
口
演
•
読
書
丸
広
告

運

輝

長

者

之

万

燈

全

二

冊

国

会

二

0
七
・
七

0
六

•
(
1
0
ウ
）
〈
関
亭
伝
笑
戯
作
令
▼
〉

•
•
•
印
の
相
違
に
注
目

〈
文
化
十
二
年
〉

今

昔

猿

人

真

似

全

三

冊

国

会

一

九

一

•
〈
関
亭
伝
笑
作
の
マ
〉

•
(
1
5ウ
）
京
伝
店
京
山
の
広
告

1
0
四

〈
文
政
四
年
〉

船
玉
物
語
（
補
）
全
三
冊
霞
亭
マ
四
七
•
七
一
九

•
(
1
5ウ
）
〈
一
礼
斎
国
信
画
さ
く
ら
川
女
松
朝
作

関
亭
伝
笑
補
綴
の
〉

〈
文
政
七
年
〉

海
中
箱
入
恩
着
全
六
冊
国
会
二

0
七
•
一
六
五
八

•
(
1
0
ウ
・2
0ウ

•
3
0ウ
）
〈
関
亭
伝
笑
作
の
》
〉

黄
金
花
玉
川
奇
談
全
五
冊
尾
マ
六
五
•
九
六
七

•
(
2
5ウ
）
〈
関
亭
伝
笑
作
〇
〉

〈
文
政
九
年
〉

勧
善
辻
談
義

悽
重
思
乱
菊

全
六
冊
国
会
二

0
七
・
―
二
八
九

•
(
3
0ウ
）
〈
関
亭
伝
笑
作
の
〉

全
四
冊
尾
崎
マ
六
六
•
九
八

0

•
〈
関
亭
伝
笑
作
◇
〉

〈
文
政
十
年
〉

寛
能
上
人
御
法
画
解
全
六
冊
国
会
―

1
0七
•
一
六
一
七

•
(
1
5ウ
）
〈
伝
笑
作
◇
〉

•
(
3
0ウ
）
〈
関
亭
伝
笑
作
〉

〈
文
政
十
一
年
〉

御

産

ヶ

池

竜

女

利

益

全

六

冊

国

会

二

0
七
・
一
五
五
八

•
初
世
楚
満
人
遺
稿

•
(
3
0ウ
）
〈
関
亭
伝
笑
作
の
〉

河
内
国
姥
火
諏
全
六
冊
国
会
二

0
七
•
一
六
六
四

•
(
1
オ
）
附
言
〈
関
亭
伝
笑
誌
の
マ
〉

〈
文
政
十
二
年
〉

安

達

織

作

廻

国

伝

全

六

冊

大

阪

府

乙

二

0
五

・
後
編
末

(30
ウ
）
〈
関
亭
伝
笑
作
の
》
〉

〈
天
保
七
年
〉
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烏
勘
左
衛
門
忠
義
伝
全
六
冊
国
会
―

1
0七
•
一
六
六
八

・
（
前
編
見
返
し
）
〈
関
亭
伝
笑
作
歌
川
芳
重
画

天
保
丙
申
春
〉

•
(
1
オ
）
〈
爺
打
栗
の
説
黒
川
道
祐
が
云
…

天
保
七
年
丙
申
春
発
行
関
亭
伝
笑
記
印
〉

※
印
：
香
炉
に
「
関
亭
」
の
文
字

•
(
2
0ウ
）
〈
関
亭
伝
笑
作
の
》
〉◇

以
上
、
合
巻

〈
刊
年
不
明
〉

教
草
操
久
留
満

初
編
三
冊
・
ニ
編
三
冊
•
三
編
三
冊

東
大

・
（
初
上
1
オ
）
〈
月
池
幽
箆
庵
戯
述
〉

・
（
第
二
編
序
2
オ
）
〈
月
池
老
人
誌
〉

◇
人
情
本

作
品
を
一
瞥
す
る
に
、
お
も
し
ろ
い
事
実
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

ま
ず
師
弟
関
係
に
あ
る
と
さ
れ
る
山
東
京
伝
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
な
の

だ
が
、
伝
笑
の
著
述
中
に
あ
る
京
伝
店
（
読
書
丸
）
の
広
告
に
注
目
し
て

み
る
な
ら
ば
、
文
化
五
年
『
報
饂
猿
太
ヶ
淵
』
『
孝
行
娘
妹
背
仇
討
』
に

京
伝
店
の
広
告
は
登
場
し
、
文
化
十
二
年
『
今
昔
猿
人
真
似
』
で
途
絶
え

て
し
ま
っ
て
い
る
。
山
東
京
伝
が
亡
く
な
っ
た
の
が
文
化
十
三
年
っ
没
後

も
弟
京
山
が
京
伝
店
を
引
き
継
い
だ
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
広

告
の
有
無
に
京
伝
•
京
山
と
の
関
係
が
見
え
て
こ
な
い
だ
ろ
う
か
。
即

ち
、
執
筆
か
ら
刊
行
ま
で
の
時
間
を
考
慮
し
て
、
文
化
四
年
前
後
に
京
伝

と
の
交
流
が
は
じ
ま
り
、
京
伝
没
後
は
、
京
山
と
は
折
合
い
悪
く
交
際
が

途
絶
え
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
か
、
広

告
も
文
化
十
二
年
以
降
の
作
品
中
に
は
見
え
て
こ
な
い
。
ま
た
、
文
化
十

二
年
か
ら
文
政
四
年
の
補
綴
ま
で
、
し
は
ら
く
作
品
が
途
絶
え
て
し
ま
っ

て
い
る

C
L

。
こ
れ
も
京
伝
の
後
押
し
が
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

た
だ
、
戯
作
者
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
人
気
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

文
化
十
年
の
一
枚
刷
の
作
者
画
工
番
付
（
宮
武
外
骨
『
山
東
京
伝
』
所
収

大
正
五
年
）
で
は
前
頭
と
し
て
中
堅
作
者
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

伝
笑
は
、
『
河
州
大
森
塚
』
（
文
化
八
年
）
『
船
玉
物
語
』
（
文
政
四
年
）

『
御
産
ヶ
池
竜
女
利
益
』
（
文
政
十
一
年
）
な
ど
他
人
の
作
を
補
綴
し
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
器
用
な
戯
作
者
で
あ
っ
た
と
お
ぼ
し
い
。

作
風
は
小
池
正
胤
氏
の
ご
指
摘
通
り
、
「
敵
打
物
の
典
型
と
も
い
う
べ

き
作
品
が
多
く
」
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
悽
甫
思
乱
菊
』
（
文
化
九

年
）
が
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
『
柳
斎
志
異
』
の
翻
案
で
あ
る
こ
と
、

『
河
内
国
姥
火
犀
』
（
文
政
十
一
年
）
が
『
古
今
説
海
』
所
載
の
、
妖
法

の
麦
の
餅
で
人
を
馬
に
化
す
―
二
娘
子
の
話
を
翻
案
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

も
、
既
に
鈴
木
重
三
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
さ
れ
て
い
る
処
で
あ
る
（
「
合

巻
物
の
題
材
転
機
と
種
彦
」
国
語
と
国
文
学
昭
和
三
十
六
年
）
。
中
国

題
材
摂
取
と
い
う
当
時
の
趨
勢
に
あ
っ
て
、
関
亭
伝
笑
も
同
様
に
中
国
種

の
捜
索
に
努
力
し
て
い
た
こ
と
の
表
れ
な
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
問
題
と
し
て
着
目
す
べ
き
作
者
別
号
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
先

に
挙
け
た
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
に
従
え
は
、
関
亭
伝
笑
に
は
「
幽

菫
庵
・
月
池
山
人
・
筑
地
全
交
・
緑
楊
堂
花
紅
」
と
い
っ
た
別
号
が
存
在

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
い
ま
「
筑
地
全
交
・
緑
楊
堂
花
紅
」
の
号
に

つ
い
て
は
一
旦
留
保
し
て
お
く
〔
補
説
参
照
〕
こ
と
に
し
よ
う
。
「
月
池

- 32 -



山
人
」
と
い
う
号
は
『
怪
談
梅
草
紙
』
（
文
化
四
年
）
『
児
淵
哲
仇
討
』

（
文
化
六
年
）
に
登
場
し
、
他
の
丁
で
「
関
亭
伝
笑
」
の
名
が
確
認
さ
れ

る
こ
と
か
ら
み
て
、
伝
笑
の
別
号
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
問
題
は

「
幽
蔦
庵
」
と
い
う
別
号
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
号
を
有
す
る
『
教
草

操
久
留
満
』
は
『
国
書
総
目
録
』
で
は
刊
年
不
祥
と
あ
る
が
、
そ
の
序
文

か
ら
概
ね
そ
の
刊
行
時
期
を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

文
久
の
元
と
い
ふ
と
し
の
む
つ
き
な
か
ば
え
だ
う
つ
り
し
て
賛
の
千

代
を
な
ら
せ
る
い
さ
ヽ
む
ら
竹
し
げ
れ
る
庵
に
筆
を
と
り
て

月
池
老
人
誌

引
用
し
た
序
を
参
照
す
る
に
「
文
久
元
年
睦
月
」
頃
に
書
か
れ
た
こ

と
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
伝
笑
作
と
確
認
さ
れ
た
『
烏
勘
左
衛
門
忠
義

伝
』
天
保
七
年
(
-
八
三
六
）
か
ら
文
久
元
年
(
-
八
六
二
）
ま
で
は
、

四
半
世
紀
程
も
間
隔
が
空
く
こ
と
に
な
る
。
「
幽
菫
庵
」
「
月
池
老
人
」

と
は
あ
っ
て
も
、
伝
笑
の
作
品
で
あ
る
こ
と
を
示
す
証
拠
、
例
え
ば
印
記

な
ど
を
ど
こ
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
さ
ら
に
合
巻
と
人
情
本
と
い

う
ジ
ャ
ン
ル
の
相
違
も
気
に
掛
か
る
。
合
巻
に
お
け
る
伝
奇
的
な
趣
向
に

比
し
て
教
訓
調
の
人
情
本
と
い
う
作
品
の
異
質
性
を
考
え
る
時
、
同
一
の

人
物
の
作
と
考
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
仮
に
伝
笑
作
と
し
た
場
合
、

『
怪
談
梅
草
紙
』
か
刊
行
さ
れ
た
文
化
四
年
か
ら
文
久
元
年
ま
で
五
十
四

年
余
り
。
な
が
く
活
躍
し
た
曲
亭
馬
琴
の
場
合
で
も
、
『
尽
用
而
―
―
分
狂

言
』
刊
の
寛
政
一
二
年
か
ら
嘉
永
元
年
の
没
ま
で
の
活
躍
が
五
十
八
年
間
で

あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
、
そ
れ
ほ
ど
の
長
き
に
わ
た
っ
て
執
筆
し
た

と
考
え
る
の
は
疑
わ
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

実
は
『
国
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
「
幽
箪
庵
」
と
称
し
た
人
物
は
も

う
一
人
存
在
し
て
い
る
。
嘉
永
四
年
序
を
も
つ
『
四
季
遊
腔
江
戸
年
中

行
事
』
を
撰
し
た
久
松
祐
之
で
あ
る
。
祐
之
に
つ
い
て
は
後
に
詳
し
く
触

れ
る
こ
と
に
し
て
、
『
教
草
操
久
留
満
』
を
確
認
す
る
に
、
初
編
上
口
絵

2
丁
表
・

3
丁
裏
を
は
じ
め
と
し
て
口
絵
や
挿
絵
中
に
六
ヶ
所
、
祐
之
の

歌
が
収
録
さ
れ
て
い
る
＂
。
こ
う
し
た
内
部
微
証
や
、
先
に
あ
げ
た
周
辺

の
事
情
か
ら
考
え
て
、
『
教
草
操
久
留
満
』
は
関
亭
伝
笑
（
実
名
関
平

四
郎
）
の
作
品
で
は
な
く
、
久
松
祐
之
の
作
で
あ
る
と
云
え
る
の
で
は
な

い
か
。
敷
術
し
て
次
の
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
先
の
一
覧
を

み
て
も
「
幽
箆
庵
」
と
い
う
別
号
は
『
教
草
操
久
留
満
』
に
し
か
存
在
し

な
い
わ
け
で
、
「
幽
璽
庵
」
な
る
号
は
関
亭
伝
笑
の
も
の
で
は
有
り
得

ず
、
久
松
祐
之
の
も
の
で
あ
る
と
云
う
こ
と
が
、
で
あ
る
＇
『
国
書
総
目

録
』
に
従
い
関
亭
伝
笑
の
作
品
を
渉
猟
し
て
き
た
な
か
で
、
こ
の
号
を
用

い
た
作
品
が
別
人
の
も
の
と
確
認
さ
れ
た
以
上
、
承
認
さ
れ
得
る
意
見
で

あ
ろ
う
◇
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錯
誤
の
要
因

で
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
錯
誤
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
の
項
目
に

資
料
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
『
戯
作
者
考
補
遺
』
あ
る
い
は
『
近
世
物

之
本
江
戸
作
者
部
類
』
に
ま
で
遡
る
の
が
順
当
な
手
続
き
で
あ
ろ
う
。
関

亭
伝
笑
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

〔
木
村
黙
老
『
戯
作
者
考
補
遺
』
〕

関
亭
伝
笑



筑
地
御
堂
裏
門
前
の
邸
二
居
住
す
本
多
侯
の
藩
な
り
俗
称
関
平
四
郎

山
東
京
伝
門
人
卜
云
々

著
述

孝

行

娘

妹

背

仇

討

復

吼

は

猿

田

ヶ

淵

新

撰

生

姜

市

之

娘

運

輝

長

者

万

燈

〔
木
村
黙
老
『
雙
紙
表
題
目
録
』
〕

関

亭

伝

笑

別

号

月

地

山

人

築

地

門

跡

前

又
筑
地
全
交
本
多
家
中
関
平
四
郎

※
以
下
、
著
述
に
つ
い
て
は
略
。
な
お
傍
線
部
に
関
し
て

は
〔
補
説
〕
参
照
の
こ
と
。

〔
曲
亭
馬
琴
『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』
〕

関
亭
伝
笑

奥
の
泉
侯
〈
註
記
／
本
田
霜
台
〉
の
家
臣
な
り
実
名
を
忘
れ
た
り
こ

も
ふ
る
き
作
者
也
初
は
通
笑
に
従
ひ
後
に
京
伝
に
従
へ
り
よ
り
て
通

笑
京
伝
の
一
字
を
取
り
合
し
て
伝
笑
と
号
す
オ
滑
稽
に
長
せ
さ
れ
は

に
や
聞
え
し
あ
た
り
作
は
な
か
り
き
性
老
実
の
好
人
物
に
て
う
ち
見

は
臭
草
紙
な
と
を
作
る
へ
し
と
は
思
は
れ
ず
予
相
見
さ
る
こ
と
十
八

九
年
今
な
ほ
こ
の
人
の
作
年
々
に
出
ツ
嗚
呼
壮
な
る
か
な

江
戸
時
代
の
成
立
で
、
関
亭
伝
笑
の
こ
と
が
伺
え
る
資
料
を
列
挙
し
て
み

た
。
確
認
し
う
る
よ
う
に
、
「
幽
第
庵
」
な
る
号
は
ど
こ
に
も
存
在
し
て

い
な
い
。
つ
ま
り
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
「
幽
璽
庵
」
を
関
亭
伝
笑
の
別

号
と
す
る
誤
解
は
生
じ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

近
代
に
入
り
、
関
亭
伝
笑
に
「
幽
菫
庵
」
と
い
う
号
が
存
在
す
る
こ
と

を
述
べ
て
い
る
参
考
文
献
と
し
て
は
、
『
戯
曲
小
説
通
志
』
『
増
補
続
青

本
年
表
』
『
草
雙
紙
と
読
本
の
研
究
』
『
日
本
小
説
書
目
年
表
』
『
日
本
人

名
辞
典
』
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
の
中
で
、
も
っ
と
も
古
い
『
戯
曲
小
説
通

志
』
（
雙
木
園
主
人
佐
藤
彦
一
＿
一
郎
編
述
、
明
冶
二
十
七
年
、
誠
之
堂
書
店

刊
）
か
ら
次
に
引
用
し
て
み
る
。

関
亭
伝
笑

関
亭
伝
笑
。
通
称
を
関
平
四
郎
と
い
ふ
。
又
月
池
山
人
。
幽
菫
庵
の

号
あ
り
。
江
戸
の
人

C

奥
の
限
侯
の
家
臣
な
り
。
人
と
為
り
。
温
厚

篤
実
に
し
て
。
頗
る
戯
著
を
好
み
。
初
め
市
場
通
笑
に
従
ひ
。
後
山

東
京
伝
に
学
ぶ
。
因
て
伝
笑
と
号
せ
し
な
り
。
著
は
す
所
草
雙
紙
甚

多
し
。
然
れ
と
も
本
よ
り
文
オ
あ
る
も
の
に
あ
ら
ざ
れ
ば
，
世
評
を

博
せ
る
も
の
稀
な
り
。

著
述
二
十
―
―
一
種
（
省
略
）

内
容
を
検
討
し
て
み
る
に
、
先
に
引
用
し
た
『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者

部
類
』
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
書
は
写
本
と

し
て
伝
わ
っ
て
い
る
が
伝
本
が
廂
る
少
な
い
こ
と
、
木
村
三
四
吾
氏
に

よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
4

「
、
し
か
し
、
明
治
―
―
十
四
年
に
は
温
知
叢
書

の
一
冊
と
し
て
翻
刻
出
版
さ
れ
て
い
る
5

こ
と
か
ら
も
襲
木
園
主
人
に

と
っ
て
、
そ
の
内
容
を
見
る
こ
と
は
容
易
で
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

唯
一
、
そ
の
著
述
の
中
で
増
補
さ
れ
て
い
る
の
が
「
又
月
池
山
人
。
幽

璽
庵
の
号
あ
り
。
」
の
箇
所
で
あ
る
。
な
ぜ
「
幽
童
庵
」
が
登
場
す
る
の

か
は
、
今
回
省
略
し
た
著
述
二
十
三
種
の
中
に
問
題
と
す
べ
き
『
教
草
操

久
留
満
』
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
ろ
う
。
お
そ
ら

く
編
者
で
あ
る
雙
木
園
主
人
佐
藤
彦
―
二
郎
は
関
亭
伝
笑
の
別
号
で
あ
る

「
月
池
山
人
」
と
、
『
教
草
操
久
留
満
』
に
あ
る
「
月
地
老
人
」
を
混
同
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し
、
関
亭
伝
笑

II
（
月
池
山
人
1
1
月
地
老
人
）

1
1
幽
菫
庵
と
い
う
形
で
理

解
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
『
近
世
人
名
録
集

成
』
に
よ
れ
ば
、
蘭
医
と
し
て
著
名
な
桂
川
甫
周
も
「
月
池
老
人
」
と
称

し
て
い
た
と
い
う
。

近
年
の
研
究
に
お
い
て
疑
わ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
関
亭
伝
笑
の
別
号

「
幽
菫
庵
」
も
、
そ
の
実
、
明
治
期
の
研
究
に
お
い
て
の
誤
解
を
踏
襲
し

た
結
果
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
、

あ
ま
り
疑
う
こ
と
な
く
踏
製
し
て
き
た
事
項
で
あ
っ
て
も
、
も
う
一
度
追

跡
し
て
み
る
必
要
の
あ
る
こ
と
を
、
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
る
。
資
料
と

し
て
ど
の
程
度
妥
当
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
か
、
そ
の
つ
ど
検
討
を
加
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
例
え
ば
、
さ
か
ん
に
利

用
さ
れ
る
『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』
で
あ
っ
て
も
、
今
回
の
関
亭

伝
笑
の
項
「
予
相
見
さ
る
こ
と
十
八
九
年
今
な
ほ
こ
の
人
の
作
年
々
に
出

ツ
鳴
呼
壮
な
る
か
な
」
と
い
う
一
文
は
、
馬
琴
執
筆
の
天
保
四
、
五
年
当

時
一
冊
も
出
版
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
を
前
に
し
た
時
、
疑
わ
ざ
る

を
得
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

幽
箪
庵
と
戯
作
者

再
び
「
幽
菫
庵
」
に
も
ど
る
。

な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
「
幽
菫
庵
」
と
い
う
別
号
に
拘
る
の
か
、
あ
る

い
は
既
し
く
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
「
幽
菫
庵
」
な

る
人
物
も
、
後
で
確
認
す
る
よ
う
に
、
関
亭
伝
笑
同
様
、
山
東
京
伝
や
京

山
と
関
わ
り
の
深
い
人
物
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
納
得
し

て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

い
わ
ゆ
る
文
学
史
と
称
す
る
記
述
に
お
い
て
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
と
い

う
枠
組
み
に
は
め
こ
ま
れ
た
作
者
た
ち
も
、
一
人
の
人
物
に
視
座
を
据
え

て
眺
め
渡
す
時
、
時
に
は
意
外
な
人
間
関
係
を
垣
間
見
さ
せ
る
こ
と
が
あ

る
。
関
亭
伝
笑
と
し
て
誤
解
さ
れ
つ
づ
け
て
き
た
「
幽
菫
庵
」
も
、
そ
ん

な
人
物
の
一
人
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

久
松
祐
之
。
安
政
、
文
久
頃
の
国
学
者
で
あ
り
通
称
五
十
之
助
（
磯
之

助
）
、
号
を
翠
翁
、
幽
菫
庵
と
い
う
。
『
江
戸
城
下
武
家
屋
敷
名
鑑
』
に

よ
れ
ば
、
住
居
が
築
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
（
築
地
内
で
の
移
動
は
あ
る
も

の
の
）
、
文
政
十
三
年
、
天
保
五
年
、
安
政
―
一
年
、
同
四
年
時
点
で
の

「
御
府
内
沿
革
図
書
」
と
い
う
江
戸
の
地
図
帳
で
確
認
さ
れ
る
。
幕
府
旗

下
の
士
と
し
て
近
藤
石
見
守
の
組
に
属
す
、
大
番
頭
で
あ
っ
た
と
い
う

（
『
名
家
伝
記
資
料
集
成
』
参
照
）
。

『
慶
長
以
来
国
学
家
略
伝
』
（
国
光
社
明
冶
―
―
―
十
三
年
刊
）
で
は
、

「
小
林
歌
城
の
門
に
入
り
て
学
ひ
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
村
田
春
海
の

弟
子
で
あ
る
小
林
歌
城
の
門
に
入
っ
て
国
学
歌
道
を
修
め
、
そ
の
学
統
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
久
貝
正
典
の
企
画
に
よ
っ
て
歌

城
門
人
十
人
及
び
嗣
子
元
梅
に
よ
っ
て
校
訂
さ
れ
た
『
歌
城
歌
集
』
（
嘉

永
五
年
刊
四
巻
四
冊
）
を
み
る
な
ら
ば
、
門
人
十
人
の
な
か
に
久
松
祐

之
の
名
は
な
い
。
そ
の
こ
と
を
考
え
て
み
て
も
、
森
潤
三
郎
「
小
林
歌
城

と
そ
の
著
述
交
友
及
び
門
人
」
（
「
歴
史
と
国
文
学
」
昭
和
九
年
）
に
示

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
む
し
ろ
祐
之
は
同
好
の
士
と
考
え
た
方
が
よ
さ
そ

う
で
あ
る
。

祐
之
の
風
藻
は
『
類
題
武
蔵
野
集
』
（
仲
田
藤
右
衛
門
編
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刊
）
や
『
詠
史
歌
集
』
（
長
沢
伴
雄
編
嘉
永
五
年
刊
）
に
五
首
収
載
。

他
に
も
『
類
題
鴨
川
五
郎
集
』
（
長
沢
伴
雄
編
嘉
永
七
年
刊
）
．
『
名
所

歌
集
』
（
堀
尾
光
久
編
嘉
永
七
年
刊
）
・
『
摘
英
集
』
（
井
上
文
雄
編

安
政
三
年
刊
・
『
大
江
戸
倭
歌
集
』
（
源
光
世
序
安
政
七
年
刊
）
・
『
千

船
集
』
（
佐
々
木
弘
綱
編
萬
延
元
年
刊
）
な
ど
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
例
え
ば
『
千
船
集
』
収
載
の
歌
数
は
全
部
で
二
三
七
三
首
。
三
六
二

人
の
歌
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
属
す
る
派
に
よ
る
軽
重
は
あ
る
も
の

の
、
主
な
歌
人
と
し
て
井
上
文
雄
が
五
一
三
首
、
足
代
弘
訓
が
三
二
五

首
、
小
林
歌
城
で
九
八
首
。
そ
う
い
っ
た
人
々
に
比
べ
て
祐
之
は
四
首
し

か
入
集
し
て
お
ら
ず
少
な
い
も
の
の
、
『
当
世
百
歌
仙
』
（
多
田
清
興
撰

安
政
二
年
刊
）
の
一
人
と
し
て
名
を
列
ね
る
歌
人
で
も
あ
っ
た
。
『
安

政
文
雅
人
名
録
』
に
「
月
次
会
十
日
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
毎
月
十

日
に
歌
会
を
主
宰
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
資
料
か
ら
も
窺
え
る
よ
う

に
6

、
あ
る
い
は
養
子
に
家
督
を
譲
っ
た
後
に
気
ま
ま
に
月
次
会
を
主
宰

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
歌
集
で
は
翠
翁
あ
る
い
は
祐
之
の
名
で
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
幽
菫
庵
の
号
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
み
る
と
歌
人
と
し
て
の
側
面
の
み
強
調
さ
れ
て
し
ま
う
の

で
あ
る
が
、
そ
の
著
わ
す
書
を
み
る
と
祐
之
の
多
彩
な
一
面
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
確
認
さ
れ
る
書
は
全
部
で
八
種
。
そ
の
う
ち
『
い
さ
ヽ

む
ら
竹
』
・
『
清
友
雑
録
』
に
関
し
て
は
『
国
学
者
伝
記
集
成
』
に
名
称

の
み
残
る
も
の
。
ま
た
『
大
隅
地
理
拾
遺
集
』
（
東
北
大
狩
野
文
庫
蔵

弘
化
四
年
稿
本
）
は
残
念
な
が
ら
未
見
で
あ
る
。
残
り
五
種
に
つ
い
て
紹

介
し
な
が
ら
考
え
て
み
た
い
。

『
俳
諧
龍
雀
』
（
翠
色
軒
．
濤
々
亭
蔵
板

嘉
永
四
年
刊
）
は
桃
流
舎

文
哉
の
「
俳
諧
舌
切
雀
」
に
対
す
る
弁
駁
書
で
、
祐
之
・
倦
月
・
一
春
の

連
名
で
各
々
の
意
見
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
見
返
し
に
「
雙
雀
社
裡
三
子

弁
破
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
も
江
戸
の
双
雀
庵
氷
壺
の
門
人
と
し
て
俳
諧

も
嗜
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
ど
の
よ
う
な
句
を
詠
ん
だ
か
は
確

認
で
き
て
い
な
い
。

『
四
季
遊
覧
江
戸
年
中
行
事
』
（
岡
田
屋
嘉
七
ほ
か
六
書
隷
相
版

嘉
永
四
年
刊
）
は
江
戸
の
風
俗
を
知
る
好
資
料
で
あ
る
。
こ
の
書
に
お
い

て
「
月
地
幽
璽
庵
」
の
名
が
は
じ
め
て
登
場
し
て
い
る
。
『
詞
の
さ
き

く
さ
』
（
久
松
翡
翠
蔵
板
安
政
六
年
刊
）
は
古
語
を
い
ろ
は
順
に
詳
し

＜
里
言
訳
し
、
解
説
を
加
え
た
も
の
。
『
近
世
事
物
考
』
（
岡
田
屋
嘉
七

板
行
弘
化
五
年
刊
）
で
は
宝
船
、
お
い
ら
ん
等
の
事
物
起
源
を
略
述
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
書
か
ら
は
、
祐
之
の
い
わ
ゆ
る
考
証
家
と
し
て

の
側
面
を
伺
う
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

中
山
久
四
郎
「
考
証
学
概
説
」
（
『
近
世
日
本
の
儒
学
』
昭
和
十
四
年

岩
波
書
店
）
に
よ
れ
ば
、
考
証
学
は
文
化
・
文
政
期
に
は
―
つ
の
流
行
現

象
と
い
っ
て
よ
い
よ
う
な
状
況
を
呈
し
て
い
た
と
い
う
。
好
事
家
は
初
春

に
何
か
一
事
を
考
証
し
て
版
刻
し
て
贈
り
合
う
風
習
ま
で
存
在
し
た
と
い

う
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
流
行
ぶ
り
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
の
余
波
が
幕
末
に
至
る
ま
で
継
続
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
祐

之
が
単
な
る
好
事
家
で
あ
る
か
、
考
証
家
で
あ
る
か
、
意
見
の
分
か
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
祐
之
の
多
彩
な
興
味
の
有
り
様
を
確
認

す
れ
ば
足
り
る
で
あ
ろ
う
。

長
々
と
説
明
を
加
え
た
の
は
二
つ
の
理
由
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
あ
ま
り

そ
の
来
歴
が
知
ら
れ
て
い
な
い
人
物
で
あ
る
こ
と
。
も
う
―
つ
は
多
能
の
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人
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
判
明
し
て
い
た
原
資
料
か
ら
は

戯
作
者
と
の
交
流
な
ど
み
え
て
こ
な
か
っ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
を
ま
ず
押

さ
え
て
お
き
た
い
か
ら
で
あ
る
。

今
回
、
祐
之
の
書
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
『
教
草
操
久
留

満
』
（
版
元
不
明
文
久
元
年
頃
）
に
よ
っ
て
、
和
歌
・
俳
諧
・
考
証
と

硬
派
の
文
学
に
従
事
し
て
き
た
祐
之
が
、
人
情
本
の
執
筆
を
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
が
判
明
し
た
。
天
保
の
改
革
に
お
い
て
「
時
之
風
俗
、
人
之
批

判
等
を
認
候
類
、
好
色
画
本
等
堅
く
可
為
無
用
事
」
「
忠
孝
貞
節
等
を
元

立
に
致
し
、
児
女
勧
善
の
た
め
に
相
成
候
様
書
綴
」
（
天
保
十
三
年
六
月

町
触
）
と
さ
れ
た
出
版
統
制
の
影
響
は
、
『
教
草
操
久
留
満
』
の
序
に

「
賤
の
を
と
め
ら
は
教
る
事
の
ま
す
ら
を
に
お
よ
ば
さ
る
よ
り
近
こ
ろ
は

み
さ
を
た
ゞ
し
き
か
た
り
く
さ
に
も
成
ぬ
べ
き
は
い
と
／
＼
稀
に
な
り
に

た
り
い
て
や
此
頃
聞
と
り
一
ふ
し
を
う
な
ゐ
は
な
り
の
為
に
も
と
ふ
と
こ

ろ
ま
き
に
つ
ヽ
り
な
し
」
（
第
二
編
）
と
示
す
よ
う
に
、
色
濃
く
反
映
し

て
い
る
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
餡
晦
の
手
段
と
し
て
の
言
辞
で
は

な
い
。
文
字
通
り
「
教
草
」
と
し
て
の
側
面
を
み
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

混
沌
と
し
た
状
況
の
中
で
既
存
の
ジ
ャ
ン
ル
な
ど
崩
壊
し
、
他
ジ
ャ
ン

ル
ま
で
浸
食
し
て
い
る
こ
と
は
、
例
え
ば
読
本
調
の
人
情
本
『
賛
塚
千
代

初
声
』
（
松
亭
金
水
）
な
ど
の
例
を
ま
つ
ま
で
も
な
い
。
今
回
の
『
教
草

操
久
留
満
』
の
序
文
な
ど
、
人
情
本
で
あ
り
な
が
ら
も
正
に
滑
稽
本
の
ノ

リ
を
み
せ
て
く
れ
る
。

幽
璽
苺
の
大
人
が
。
筆
の
い
と
ま
の
戯
れ
に
。
手
習
ふ
子
供
へ
教
へ

草
。
板
に
車
の
夫
な
ら
で
。
引
出
し
た
る
操
車
は
。
始
め
よ
り
し
て

満
し
り
と
。
恋
の
重
荷
を
積
上
て
。
は
し
け
に
成
ら
ぬ
こ
と
の
の
み

な
れ
ば
。
第
一
―
編
め
の
車
止
も
ゑ
ん
や
ら
や
ア
の
漸
と
通
し
て
。
今

三
編
の
満
尾
に
い
た
り
。
そ
の
骨
折
も
多
か
ら
ん
耶
と
。
察
し
て
側

か
ら
助
次
馬
に
。
此
序
書
へ
肩
を
入
れ
。
翁
が
妙
案
。
婦
女
の
孝

貞
。
其
処
だ
ア

3

其
処
だ
ア
。
よ
い
作
ホ
イ
と

息
を
切
ら
し
て
押
強
く
い
ふ

賛
渓
の
書
屋
事

楳
亭
金
代
誌
印

〔
『
教
草
操
久
留
満
』
三
編
上
叙
〕

『
教
草
操
久
留
満
』
初
編
お
よ
び
第
三
編
の
序
文
を
草
し
た
の
は
、
安

政
四
年
に
『
妙
竹
林
話
七
偏
人
』
初
偏

I
―
二
偏
を
刊
行
し
た
、
他
な
ら
ぬ

梅
亭
金
抒
で
あ
っ
た
。
こ
の
『
教
草
操
久
留
満
』
が
刊
行
さ
れ
た
文
久
の

頃
は
、
『
七
偏
人
』
が
人
気
を
博
し
四
編
を
文
久
二
年
、
五
編
を
同
三
年

に
刊
行
と
、
金
性
と
っ
て
は
油
の
乗
っ
た
時
期
で
も
あ
る
。
『
教
草
操
久

留
満
』
の
挿
絵
は
金
餞
の
実
弟
で
あ
る
梅
の
本
賛
斎
が
描
い
て
お
り
、
初

編
の
序
に
「
風
流
に
走
る
浮
れ
人
」
と
祐
之
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
考
え
て
み
て
も
、
文
人
と
戯
作
者
グ
ル
ー
プ
と
の
間
の
交
流
が

想
定
さ
れ
る
7

。
あ
る
い
は
金
秤
五
五
弐
御
家
人
瓜
生
家
の
養
子
で
あ
っ

た
こ
と
な
ど
を
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
頃
か
ら
の
繋
が
り
が
あ
る
の
か
も

知
れ
な
い
。

祐
之
と
金
餞
、
し
か
し
戯
作
者
と
の
交
流
は
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な

い
。
「
近
世
事
物
考
」
（
『
近
古
文
芸
温
知
叢
書
』
所
収
）
解
題
に
云

•
つ
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其
伝
は
詳
か
な
ら
さ
れ
と
も
山
東
京
山
等
と
親
し
く
交
り
し
と
の
こ

と
な
れ
は
蓋
し
同
流
の
好
事
家
な
る
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し
。

こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
資
料
が
水
野
稔
氏
に
よ
っ
て
翻
刻
・
紹
介
さ
れ



て
い
る
（
「
京
伝
洒
落
本
の
京
山
注
記
」
『
近
世
文
芸
』

20)
。
明
治
大
学

所
蔵
の
そ
の
資
料
は
山
東
京
伝
の
弟
京
山
が
京
伝
の
洒
落
本
『
令
子
洞

房
』
『
通
言
僧
離
』
『
傾
城
買
四
十
八
手
』
な
ど
五
種
類
に
注
の
か
た
ち

で
朱
筆
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
執
筆
動
機
に
つ
い
て
は
洒
落
本
の

所
蔵
者
幽
窟
庵
主
人
の
求
め
に
応
じ
て
、
当
時
の
花
街
の
風
俗
な
ど
解
し

が
た
く
な
っ
て
い
る
処
を
注
し
た
と
い
う
。

…
む
か
し
の
さ
ま
の
全
盛
は
京
伝
が
言
葉
の
口
口
残
れ
り
と
て
幽

菫
庵
の
主
人
頃
口
口
京
伝
が
作
な
る
洒
落
本
両
三
部
を
購
し
玉
ひ
し

を
袖
に
し
来
り
玉
ひ
文
中
に
さ
と
し
が
た
き
ふ
し
／
＼
あ
り
翁
の
し

り
た
る
は
朱
筆
し
て
註
し
且
亦
叙
文
を
も
と
乞
ひ
玉
へ
り

〔
『
煩
城
四
十
八
手
』
原
本
に
加
え
た
京
山
自
筆
の
序
〕

水
野
氏
は
そ
の
解
説
の
中
で
、
幽
璽
庵
に
関
し
て
「
関
亭
伝
笑
」
と
さ

れ
た
上
で
「
京
山
の
文
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
洒
落
本
が
出
た
こ
ろ
に
は
ま

だ
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
な
口
吻
だ
が
、
あ
る
い
は
誇
張
が
あ
る
の

か
も
し
れ
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
云
う
ま
で
も
な
く
訂
正
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
8
o

氏
の
お
考
え
の
前
提
に
は
幽
菫
庵
即
ち
関
亭

伝
笑
と
い
う
理
解
が
あ
る
た
め
に
（
『
戯
曲
小
説
通
志
』
を
資
料
と
し
て

用
い
て
い
る
こ
と
が
呈
示
さ
れ
て
い
る
）
、
こ
う
し
た
誤
解
が
生
じ
た
の

で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
本
稿
冒
頭
に
掲
げ
た
『
日
本
古
典
文
学
大
辞

典
』
関
亭
伝
笑
の
項
、
「
嘉
永
四
年
(
-
八
五
一
）
に
は
山
東
京
山
に
請

う
て
、
京
伝
洒
落
本
に
書
入
れ
を
得
て
い
る
」
も
こ
の
資
料
紹
介
を
根
拠

と
し
て
い
る
以
上
、
同
じ
く
訂
正
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

書
き
入
れ
が
な
さ
れ
た
の
は
京
山
の
言
葉
に
従
う
な
ら
嘉
永
四
、
五

年
。
そ
の
頃
の
二
人
の
関
係
を
示
す
資
料
が
、
も
う
―
つ
他
に
存
在
す

る
。
そ
の
資
料
、
京
山
の
『
蛛
の
糸
巻
』

を
挙
げ
る
。今

年
の
晩
春
、
幽
童
庵
の
席
上
、
話
此
事
に
お
よ
び
、
お
の
れ
が

見
た
る
所
を
語
り
し
に
、
〈
見
た
る
と
は
、
橋
落
し
と
き
き
て
駆
ゆ

き
て
見
た
る
な
り
〉
御
主
人
〈
久
松
五
十
助
殿
〉
曰
く
、
一
刀
を
振

し
は
南
町
奉
行
組
同
心
渡
部
小
右
衛
門
と
云
し
者
〈
傍
注
・
半
老
の

人
〉
な
り
と
聞
て
、
其
時
に
あ
ひ
て
四
十
年
し
ら
ざ
り
し
を
発
明
し

て
、
耳
を
新
た
に
せ
り

文
化
四
年
八
月
、
深
川
富
岡
八
幡
祭
礼
の
時
、
永
代
橋
が
陥
落
し
多
数

の
死
傷
者
が
出
た
が
、
そ
れ
で
も
気
づ
か
ず
橋
に
押
し
寄
せ
る
人
々
に
対

し
て
刀
を
振
り
か
ざ
し
た
人
物
が
お
り
、
そ
の
結
果
、
逆
に
多
く
の
人
が

橋
か
ら
落
ち
な
く
て
済
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
人
物
に
関
し

て
述
べ
た
一
節
で
あ
る
。

特
に
「
幽
筐
庵
の
席
上
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
祐
之
の
住
居
に

京
山
だ
け
で
は
な
く
多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
い
た
様
子
で
あ
る
。
先
の
資

料
を
併
せ
て
み
て
、
過
去
の
で
き
ご
と
、
風
俗
等
の
事
項
に
関
し
て
京
山

と
祐
之
が
接
点
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
馬
琴
や
山
崎
美

成
の
主
宰
し
た
兎
園
会
の
如
く
、
好
事
家
・
考
証
家
た
ち
が
各
自
奇
事
異

聞
の
記
録
や
文
稿
を
持
ち
寄
る
集
い
の
よ
う
な
も
の
が
祐
之
の
住
居
幽
菫

庵
で
あ
り
、
そ
こ
に
京
山
も
参
加
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
考
証
学
の

流
行
を
考
え
る
な
ら
、
盛
ん
に
同
好
の
士
が
集
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
金
餞
や
京
山
と
の
交
流
に
も
そ
う
い
っ
た
〈
場
〉
の
存
在
を
考
え

得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
，
゜

（
弘
化
二
年
頃
成
）
か
ら
一
文

- 38 -



お
わ
り
に

梅
亭
金
餞
や
山
東
京
山
と
交
流
を
も
ち
、
自
ら
も
人
情
本
を
執
筆
し
た

幽
菫
庵
久
松
祐
之
。
そ
れ
が
単
な
る
筆
の
す
さ
び
に
せ
よ
、
そ
の
創
作
の

幅
の
広
さ
は
驚
く
に
値
す
る
。
「
幽
菫
庵
」
と
い
う
号
に
ひ
か
れ
て
、
現

在
ま
で
に
確
認
で
き
た
こ
と
が
ら
を
述
べ
て
き
た
が
、
残
念
な
が
ら
ま
だ

不
明
な
点
が
多
す
ぎ
る
と
云
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
し
か
し
、
こ
の
祐
之
の

よ
う
な
幅
の
広
い
交
際
を
持
っ
た
存
在
を
、
も
っ
と
江
戸
時
代
の
戯
作
者

や
文
人
た
ち
に
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
わ
か
り
き
っ

た
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
が
、
結
局
〈
枠
〉
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
の
は
我
々

研
究
者
の
側
の
視
点
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
文
学

史
の
片
隅
に
も
登
場
し
な
い
よ
う
な
人
々
と
の
交
流
の
上
に
た
っ
て
、
例

え
ば
京
山
の
『
歴
世
女
装
考
』
（
弘
化
四
年
成
）
や
『
高
尾
考
』
（
嘉
永

―
一
年
成
）
と
い
っ
た
風
俗
考
証
が
成
立
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
さ
ら

に
は
京
山
や
金
腔
た
ち
の
戯
作
が
登
場
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の

実
態
を
考
察
す
る
こ
と
も
強
ち
無
意
味
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
見
失
わ
れ
た
連
関
を
明
る
み
に
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
戯

作
者
た
ち
の
実
像
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
も
過
去
の

研
究
を
今
一
度
検
証
し
な
お
し
て
み
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
。
本
稿
は
そ
う

し
た
さ
さ
や
か
な
試
み
で
あ
る
。

〔
補
説
〕
戯
号
「
筑
地
全
交
・
緑
楊
堂
花
紅
」
に
つ
い
て

木
村
黙
老
『
雙
紙
表
題
目
録
』
に
は
、
関
亭
伝
笑
の
別
号
と
し
て
、

「
筑
地
全
交
」
な
る
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
附
載
の
著
述
一
血
見
を

確
認
す
る
に
、
次
の
書
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。

『
伊
勢
海
道
銭
懸
松
』
文
政
十
三
年
刊
六
巻

筑
地
全
交
撰
・
歌
川
貞
景
画
山
口
屋
藤
兵
衛
版

作
品
を
一
瞥
す
る
に
筑
地
全
交
が
関
亭
伝
笑
で
あ
る
証
拠
は
見
当
た

ら
な
い
。
伝
笑
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
時
期
む
し
ろ
人
々
に
知
ら
れ

た
名
を
用
い
た
方
が
よ
い
は
ず
で
あ
り
別
号
を
用
い
る
必
然
性
が
考

え
に
く
い
。
あ
る
い
は
単
に
「
築
地
」
と
い
う
土
地
に
住
む
こ
と
か

ら
黙
老
が
伝
笑
と
勘
違
い
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
緑
楊
堂
花
紅
」
は
小
池
正
胤
氏
に
よ
っ
て
追
記
さ
れ
た
別
号
で
あ

る
。
名
は
蘇
試
の
詩
「
柳
緑
花
紅
真
面
目
」
を
引
い
て
い
る
よ
う
だ

が
、
残
念
な
が
ら
確
認
で
き
て
い
な
い
。
後
考
を
期
し
た
い
。
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《注》

2
 

小
池
藤
五
郎
『
山
東
京
伝
の
研
究
』
に
よ
れ
ば
、
伝
笑
自
筆
の
「
都

俗
化
粧
伝
」
の
奥
書
に
は
「
右
化
粧
伝
は
、
予
が
親
友
山
東
京
伝
所

持
印
本
な
り
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
「
出
来
上
っ
た
原
稿
を
見
て
や

る
程
度
の
関
係
で
あ
っ
た
ろ
う
」
と
推
測
し
て
い
る
。

京
伝
没
後
の
作
品
で
あ
る
『
海
中
箱
入
慇
着
』
（
文
政
七
年
）
『
勧

善
辻
談
義
』
（
同
九
年
）
『
寛
能
上
人
御
法
画
解
』
（
同
十
年
）
『
安

達
織
作
廻
国
伝
』
（
同
十
二
年
）
は
「
飴
屋
山
」
と
題
す
る
連
作
だ

が
、
そ
の
第
二
編
で
あ
る
『
勧
善
辻
談
義
』
の
一
丁
裏
の
挿
絵
中
に

既
に
こ
の
四
作
品
の
名
が
見
い
だ
せ
る
。
あ
る
い
は
文
化
十
二
年
以



3
 

降
の
空
白
期
に
構
想
を
暖
め
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
か
。

例
と
し
て
初
編
上

•
D

絵

(
2
ウ
3

オ
）
に
次
の
歌
が
収
載
さ
れ
て

い
る
。ヘ

春
柳
の
ま
に
／
＼
あ
ら
そ
は
で

な
び
か
ば
人
も
や
す
け
か
ら
ま
し
祐
之

『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』
木
村
三
四
吾
編
・
昭
和
四
十
六
年

私
家
版
の
ち
昭
和
六
三
年
五
月
、
八
木
書
店
よ
り
復
版
。
そ
の
解
説

お
よ
び
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
該
当
項
目
を
参
照
し
た
。

『
近
古
文
芸
温
知
叢
書
』

5
所
収
。
明
治
二
十
四
年
刊
博
文
館

発
行
。

国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
江
戸
城
多
聞
櫓
文
書
」
明
細
短
冊
に
は
祐
之

の
家
族
の
こ
と
を
窺
わ
せ
る
資
料
が
存
在
す
る
（
『
江
戸
幕
臣
人
名

事
典
』
新
人
物
往
来
社
）
。

久
松
錨

D

寅
歳
三
十
高
―
一
百
五
十
俵
本
国
三
河
生
国
武
蔵
養
祖
父

久
松
佐
口
死
大
御
番
相
勤
申
候
養
父
久
松
翠
翁
（
俗
名
五
十
之

助
）
死
大
御
番
相
勤
申
候
実
祖
父
（
以
下
、
中
略
）

安
政
三
辰
年
十
一
月
二
十
八
日
如
養
父
家
督
被
下
置
如
養
父
時
小

普
請
入
同
七
申
年
三
月
―
一
十
八
戸
田
民
部

D文
久
三
年
亥
年

九
月
十
五
日
別
手
組
出
役
被
仰
付
御
役
金
御
免
慶
応
二
寅
年
四

月
二
十
五
日
藪
益
次
郎

D

校
亭
金
升
「
梅
亭
金
代
翁
」
（
『
文
芸
倶
楽
部
』
明
治
二
十
八
年
）

に
金
餞
は
松
亭
金
水
の
門
に
入
り
「
松
亭
に
出
入
す
る
雅
人
と
日
毎

の
遊
戯
に
飽
ず
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
松
亭
金
水
を
通
じ

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

て
の
交
流
で
あ
っ
た
と
も
想
定
さ
れ
る
。

後
に
昭
和
六
十
二
年
春
明
治
大
学
に
て
開
催
さ
れ
た
近
世
文
学
会
で

の
「
明
治
大
学
図
書
館
蔵
近
世
文
学
資
料
展
示
目
録
」
を
参
照
す
る

に
そ
の
京
山
書
入
れ
京
伝
洒
落
本
に
つ
い
て
の
説
明
で
「
幽
蔦
庵
と

は
小
普
請
組
大
島
丹
波
守
久
松
五
十
之
助
の
こ
と
で
『
東
都
遊
覧
年

中
行
事
』
の
著
作
が
あ
る
。
」
と
記
載
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
各
冊
に

「
久
松
印
記
」
の
印
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
訂
正
が
な
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

あ
る
い
は
『
歌
城
歌
集
』
春
の
部
に
云
う
、

久
松
祐
之
が
家
の
会
に
園
梅

ヘ
花
に
来
て
な
け
り
ゃ
笠
宿
か
さ
む

わ
き
へ
の
園
の
う
め
は
咲
た
り

考
証
の
集
い
だ
け
で
は
な
く
、
―
つ
の
文
化
サ
ロ
ン
と
し
て
機
能
し

た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
歌
城
も
京
山
と
交
流
が
あ
っ
た
よ
う
で
『
蛛

の
糸
巻
』
に
そ
の
こ
と
を
示
す
一
文
が
あ
る
。

京
山
按
に
（
中
略
）
其
後
、
小
林
歌
城
翁
よ
り
〈
御
旗
本
隠
居
〉

鯨
に
は
作
り
た
る
た
ほ
さ
し
の
い
と
古
き
を
お
こ
さ
れ
て
、
時
代

の
考
証
を
尋
ね
ら
れ
し
に
…

こ
こ
で
も
考
証
が
話
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

ち
な
み
に
『
歌
城
歌
集
』
に
は
曲
亭
馬
琴
•
式
亭
三
馬
の
門
人
で
も

あ
る
戯
作
者
岡
山
鳥
と
の
交
流
を
示
す
歌
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
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（
や
ま
も
と
か
ず
あ
き
）


